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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく
りましょう
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一

年
末
・
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

枢
月
Ⅷ
日
か
ら
１
月
Ⅲ
日
ま
で

こ
の
運
動
は
、
年
末
・
年
始
の
気
ぜ

わ
し
さ
や
、
交
通
の
混
雑
、
正
月
の
解
放

感
な
ど
、
交
通
事
故
の
誘
因
と
な
る
条

件
の
重
な
る
時
期
に
お
け
る
交
通
事
故

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
で
、
飲
酒
運

転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
無
免
許
運
転
の

追
放
。
歩
行
者
と
自
転
車
利
用
者
の
交

通
事
故
防
止
。
夜
間
に
お
け
る
交
通
事

故
防
止
。
交
通
安
全
ゆ
ず
り
合
い
運
動

を
重
点
事
項
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
内
で
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者

が
本
年
急
激
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
新
し
い

年
を
迎
え
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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今
年
の
、
月
以
降
高
萩
市
内
で
交
通
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

事
故
に
よ
る
死
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
先
日
交
通
安
全
運
動
日
本
一
と
言
わ

お
互
い
の
不
注
意
か
ら
取
り
返
し
の
れ
る
愛
知
県
常
滑
市
を
訪
れ
た
と
き
「

つ
か
ぬ
悲
惨
な
事
故
が
市
内
で
続
い
て
自
分
の
子
供
は
自
分
で
守
れ
」
、
「
交

起
き
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
残
念
な
こ
通
安
全
は
お
互
い
の
あ
い
さ
つ
か
ら
」

と
で
す
。
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

交
通
安
全
の
願
い
を
こ
め
て
警
察
官
街
頭
で
「
お
は
よ
う
」
、
横
断
歩
道
で

の
日
夜
を
わ
か
た
ぬ
努
力
や
多
く
の
市
停
止
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
歩
行
者

民
団
体
の
協
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遠
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
一
声
運
動
を
励

反
や
事
故
が
絶
え
な
い
現
実
を
み
る
と
行
し
て
、
毎
日
が
交
通
安
全
運
動
の
日

き
、
私
ど
も
は
生
命
の
尊
さ
と
、
そ
の
と
す
る
努
力
を
加
年
以
上
も
続
け
て
い

生
命
を
守
る
た
め
に
は
、
何
が
い
ち
ぱ
る
姿
を
見
て
、
と
か
く
形
式
的
に
な
り

ん
大
切
か
を
真
剣
に
考
え
直
し
て
み
る
が
ち
だ
っ
た
り
、
一
部
の
人
達
の
献
身

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
的
な
努
力
に
依
存
し
が
ち
な
こ
の
種
の

交
通
安
全
対
策
の
た
め
要
望
の
多
い
運
動
を
、
全
市
民
的
な
立
場
か
ら
一
人

交
通
安
全
は

〆

お
互
い
の
あ
い
一
さ
つ
か
ら

一
高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
長
鈴
木
藤
太

信
号
機
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
施
設
の
ひ
と
り
の
心
の
中
に
根
を
下
ろ
す
必
要

充
実
を
図
っ
て
も
、
そ
の
信
号
機
の
下
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

で
衡
突
事
故
が
起
き
た
り
、
ガ
ー
ド
レ
間
も
な
く
今
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て

ｌ
ル
で
保
護
さ
れ
た
歩
道
か
ら
不
注
意
お
り
ま
す
。

な
飛
出
し
で
事
故
に
あ
っ
て
は
何
に
も
こ
れ
以
上
、
市
内
か
ら
不
幸
な
事
故

な
り
ま
せ
ん
。
を
な
く
す
た
め
に
も
、
市
民
が
自
分
を

ま
た
春
・
秋
実
施
し
て
い
る
安
全
運
守
っ
て
く
れ
る
の
は
、
信
号
機
で
も
他

動
も
、
期
間
を
過
ぎ
る
と
事
故
が
増
え
人
で
も
な
い
、
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
標
識
や
看
板
を
た
を
よ
く
考
え
、
健
康
で
明
る
い
新
年
を

て
て
も
目
に
入
ら
な
け
れ
ば
無
意
味
な
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
窓
の
外
に
は
下
校
す
る
子
供
た
ち
が

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
交
差
点
を
手
を
あ
げ
て
元
気
よ
く
渡
つ

今
、
私
ど
も
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
必
要
て
行
く
姿
が
見
え
ま
す
。

な
こ
と
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
こ
の
子
等
の
限
り
な
い
幸
せ
と
事
故

い
の
心
の
中
に
、
か
け
が
え
の
な
い
生
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
願
い
を

命
を
守
る
誓
い
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
こ
め
て
、
筆
を
と
り
ま
し
た
。
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昭
和
弱
年
簿
高
萩
市
商
工
会
発
足
以

来
、
有
余
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
理
事

お
よ
び
副
会
長
と
し
て
、
商
工
会
組
織

の
基
盤
の
確
立
と
発
展
の
た
め
尽
力
さ

れ
、
本
市
商
工
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
。

ま
た
、
昭
和
釦
年
か
ら
高
萩
た
ば
こ

販
売
協
同
組
合
理
事
長
と
し
て
、
組
合

員
の
指
導
や
運
営
に
努
力
さ
れ
て
い
る

灘
瀧
靴
蝋
溌
戚
蝉

蕊
穆
驫
蕊
魚
封

；
，
：
，
…
：
洲
蝿
・
耀
羅
噸
韓
部
秋

織
灘
蕊
蕊
議
郭
：
獄
、
駕
蕊
難
蕊
大

昭
和
弘
年
か
ら
哩
年
の
永
き
に
わ
た

り
常
設
委
員
と
し
て
、
字
内
の
農
道
、

＝~_ノー

第
７
回
市
民
表
彰
式
が
、
ｎ
月
理
日
市
長
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
市
民
表
彰
５
人
、
ほ
う
賞
４
人
、
１
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と

記
念
品
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

》
謎
鍛郷
蕊孟
i灘の

職溌
#蕊展
識礎

麓曇

蕊

直井進さん(73歳）

春日町1の5（商業）

農
業
用
水
路
の
維
持
補
修
な
ど
に
献
身

的
に
努
力
さ
れ
、
農
林
お
よ
び
土
木
行

政
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

昭
和
“
年
か
ら
昭
和
兜
年
３
月
末
ま

で
の
永
き
に
わ
た
り
、
高
萩
市
母
子
福

祉
会
会
長
と
し
て
、
会
員
相
互
の
福
利

増
進
と
母
子
家
庭
の
自
立
更
生
の
た
め

献
身
的
に
努
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
、
高

萩
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上
、
地

域
婦
人
の
地
位
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

癖

昭
和
蝿
年
、
助
産
婦
を
開
業
以
来
永

き
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
母
子
衛
生
思

叩
鈴
謝
騨
尊

へ

一

和田さくらさん
（70歳）

高萩470 （助産婦）

鈴木はるさん(71歳）

高浜町3の68（無職〕
IIIB-～alⅡ$叩h一一qUhⅡ

昭
和
踊
年
、
現
在
地
に
全
生
堂
医
院

を
開
設
以
来
、
地
域
住
民
の
健
康
管
理

と
公
衆
衛
生
思
想
の
普
及
に
専
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
永
き
に
わ
た
り
学
校
医

と
し
て
児
童
の
体
位
向
上
と
保
健
指
導

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

》

想
の
普
及
向
上
と
家
族
計
画
の
普
及
に

努
力
さ
れ
た
。

現
在
も
保
健
所
の
母
親
学
級
や
県
立

中
央
看
護
専
門
学
校
の
講
師
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
。

和
田
さ
ん
が
取
り
あ
げ
た
赤
ち
や
ん

の
数
は
、
３
、
４
０
０
人
の
多
き
に
の

ぼ
る
。消

防
団
員
と
し
て
、
詑
年
の
永
き
に

わ
た
り
市
民
の
生
命
と
財
産
を
保
護
す

る
消
防
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
こ
と
に

昭
和
醐
年
か
ら
は
、
第
哩
分
団
の
分
団

長
と
し
て
団
員
を
指
揮
統
率
し
、
消
防

業
務
に
精
励
さ
れ
、
本
市
消
防
行
政
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
媚
年
か
ら
下
手
綱
地
区

の
常
設
補
助
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
。

高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
常
任
理
事

高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
高
萩
支
部
副

支
部
長
、
高
萩
市
民
間
交
通
指
導
隊
長

高
萩
地
区
交
通
少
年
団
長
と
し
て
交
通

事
故
防
止
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
高

揚
の
た
め
、
日
夜
率
先
し
て
街
頭
指
導

な
ど
に
あ
た
り
、
市
民
を
交
通
災
害
よ

り
守
る
べ
く
努
力
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
調
年
か
ら
高
萩
市
青
少
年
相
談

員
、
昭
和
虹
年
か
ら
は
同
連
絡
協
議
会

の
会
長
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
熱
意
あ
る
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

る
。

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
高
萩
市
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
副
会
長
と
し
て
子
ど

声

石龍馬さん（56歳）

本町2の8 （商業）

北村舅太郎さん
（50歳）

春日町1の3(理容業〕

譲
鍵
鍵
議
議
鱗
鱗

高
萩
市
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
と
し
て
、
余
暇
を
惜
し
ま
ず
団
員

の
指
導
に
あ
た
る
か
た
わ
ら
、
高
萩
市

青
少
年
相
談
員
、
公
民
館
運
営
審
議
委

員
、
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
副
会
長
と

し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
社
会
教

育
の
振
興
の
た
め
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
民
間
交
通
指
導
隊
員
と
し
て

交
通
事
故
防
止
運
動
に
も
活
躍
さ
れ
て

い
る
至

蕊

熟

議

翻

簿

”
綴
溌
蕊
識

謡

睡

繊

緬

蕊

高

熟

眠

灘
“

”

“
‐
“

皿
‐
●
町
”
醗
鋤

蝉

鴬

誰

誰

襲

恥

弾

靜

窺

．

禅

謀

蕊

群
論
、

韓

識

溺

郷

↑
碕
翻
細
郷
郵

錨
窪

諦

鍵

織

鍵

溌

峠
静
浄
撫
州

榊

識

鐸

食
品
の
安
全
性
、
医
療
の
問
胆
、
資
源

の
重
要
性
と
再
利
用
、
冠
婚
葬
祭
の
簡

素
化
な
ど
幅
広
い
学
習
活
動
を
続
け
こ

れ
ら
の
学
習
の
中
か
ら
実
践
活
動
と
し

て
、
ノ
ー
包
装
運
動
、
日
用
品
交
換
会

や
消
費
生
活
展
の
開
催
、
冠
婚
葬
祭
の

簡
素
化
の
推
進
な
ど
住
民
の
生
活
向
上

の
た
め
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

訂

も
会
の
育
成
に
献
身
的
に
努
力
さ
れ
た

佐々満さん(41歳）
2安良川267(会社員）
煩
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た
と
い
わ

約
百
年

る
こ
と
は

的
環
境
は

す
れ
ば
だ

も
明
治
”
年
お
よ
び
、

流
行
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
大
阪
市
で

区
に
お
け
る
伝
染
病
（
コ
レ
ラ
）
の
犬

さ
れ
た
の

年
）
で
す

と
ご
協
力

ざ
い
ま
し

県
に
お

月
、
日
）

県
に
お

賞
募
集
が

で
に
週
報

ラ
大
流
行
に
下
水
道
計
画
の
端
を
発
し

れ
た
の
は
、
明
治
照
年
の
東
京
神
田
地

品
に
つ
い
て
審
査
の
結
果
つ
ぎ
の
標
語

が
選
ば
れ

た
が
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
応
募

奔
佳
↑
や
、

の
一
う
ち
つ

〔
入
選
〕

牡

快
適
な
生
活
ま
ね
く
下
水
道

わ
が
国
に
下
水
道
法
が
初
め
て

第
”
回
全
国
下
水
箔

”
健
康
と
く
ら
し
を

下
水
道
促
進
は

住
民
の
理
解
が
必
要

◇
シ
リ
ー
ズ
下
水
道
を
考
え
る
◇
⑥

れ
ま
す
。

前
の
東
京
、
大
阪
を
想
像
す

困
難
な
こ
と
で
す
が
、
都
市

現
在
の
未
整
備
都
市
を
連
想

い
た
い
一
世
紀
前
の
都
市
に

結
ぶ
下
水
道
“

当
市
か
ら
応
募
さ
れ
た
標
語

ぎ
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た

は
、
明
治
調
年
（
１
，
９
０
０

。
下
水
道
の
必
要
性
が
叫
ぱ

を
さ
ら
に
盛
り
あ
げ
る
た
め

い
て
、
下
水
道
促
進
週
間
懸

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
す

、
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

ま
し
た
。

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

た
。い

て
、
多
数
応
募
さ
れ
た
作

促
進
デ
ー
（
９

同
詔
年
の
コ
レ

ｒ
、

制
定

お
き
か
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
迫
路

は
せ
ま
い
う
え
不
陸
が
多
く
、
側
溝
も

な
く
水
溜
り
、
流
れ
の
悪
い
用
排
水
の

た
め
汚
水
、
雨
水
の
停
滞
、
長
雨
が
続

く
と
生
活
水
の
井
戸
水
が
変
り
、
浸
水

家
屋
も
多
く
．
そ
の
上
、
は
え
や
蚊
が

発
生
し
て
伝
染
病
の
媒
介
を
し
そ
の
よ

う
な
悪
栃
環
が
伝
染
病
多
発
の
原
因
と

、
_ノ

負担金を納める人〆 、

例－2例－1

／居住者/§、／居住者/β、

吾同h
家屋所有者 家屋所有者A

ー

借地権者A土地所有者

土地を借りて家を建て
自分が住ん~でいる場合

(負担金を納める人…B)

土地所有者が家を建て

自分で住んでいる場合

(負担全を納める人･･･A)

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
住
民
は
生
活
環
境
の

整
備
、
つ
ま
り
上
、
下
水
道
の
必
要
性

を
理
解
し
て
官
民
一
体
と
な
っ
て
汚
水

管
を
埋
設
し
、
下
水
道
事
業
を
普
及
促

進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

例－4例－3 受
益
者
負
担
金

／借家人7a ／借家人/6、

h「駕県目
家屋所有者 画

ロ■

借地権者B

家屋所有者 A

A土地所有者

｜ 土地所有者が家を建て
I 人に借している場合，
｜ （負担金を納める人…A)
辻

土地を借りて家を建て

人に貸している場合

(負担金を納める人…B)
ノ

公
共
不
水
道
と
受
益
者
負
担
金
に
つ
い

て
は
一
、
前
号
よ
り
掲
載
い
た
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
受
益
者
負
担
金
と
は
公

共
下
水
道
の
共
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

快
適
な
生
活
、
水
洗
便
所
の
使
用
に
ょ

り
環
境
衛
生
の
向
上
が
は
か
ら
れ
、
こ

の
土
地
の
利
用
州
値
の
増
加
な
ど
特
別

の
利
益
を
受
け
る
方
は
、
公
共
下
水
道

を
利
用
で
き
る
限
ら
れ
た
区
域
の
土
地

所
有
者
ま
た
は
権
利
者
で
す
。
し
た
が

っ
て
負
担
の
公
平
か
ら
公
共
下
水
道
を

利
用
で
き
る
区
域
内
の
受
益
者
か
ら
事

業
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
制

度
を
受
益
者
負
担
金
と
い
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
は
、
事

業
区
域
内
の
土
地
で
一
回
限
り
の
も
の

で
す
。
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
市

が
条
例
を
制
定
し
て
徴
収
し
ま
す
。

（
問
答
つ
づ
き
）

質
問
同
一
の
土
地
に
つ
い
て
二
人
以

上
の
受
益
者
が
あ
る
場
合
の
申
告
方

法
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
代
表
者

を
定
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
代
表
者

の
方
に
申
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

質
問
申
告
は
、
い
つ
、
ど
こ
へ
申
告

し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。

答
受
益
者
負
担
金
を
お
願
い
す
る
の

は
、
公
共
下
水
道
事
業
に
着
工
す
る

年
の
４
月
に
区
域
（
賦
課
区
域
）
を

市
長
が
公
告
し
ま
す
ｑ
こ
の
公
告
に

よ
り
、
土
地
台
帳
に
よ
り
調
べ
た
地

主
の
方
に
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
よ
っ
て
下
水
道
担
当
裸
へ
申

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ﾐ雷

■一一二

下水道が整備された明るい街
質
問
負
担
金
を
地
主
が
負
担
し
た
場

合
、
地
代
は
上
り
ま
せ
ん
か
。

答
こ
の
負
担
金
は
そ
の
土
地
に
対
し

て
一
回
限
り
の
も
の
で
あ
り
、
地
代

は
永
久
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で

こ
れ
に
よ
り
地
代
を
上
げ
る
こ
と
は

好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
・

質
問
負
担
金
の
率
は
、
繁
華
街
の
よ

う
な
商
業
地
と
住
宅
地
と
は
区
別
さ
れ

ま
す
か
。

答
受
益
者
負
担
金
は
、
土
地
の
価
格
一

に
ス
ラ
イ
ド
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
一

せ
ん
。
下
水
道
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
利
益
を
受
け
る
と
い
う
こ

■１

－

と
は
、
ど
こ
で
も
同
じ
で
あ
る
と
い
↑

う
考
え
方
か
ら
同
率
を
採
用
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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て
い
ま
す
。
電
気
器
具
）
に
よ
っ
て
消
し
方
が
異
な

救
急
車
は
正
－

こ
れ
ら
の
火
災
発
生
の
時
間
は
、
お
り
ま
す
。

も
に
お
ひ
る
か
ら
夕
方
ま
で
が
多
く
、

認
例
え
ば
油
が
燃
え
て
い
る
の
に
、
水

次
に
夕
方
か
ら
夜
お
や
す
み
ま
で
の
時
を
か
け
れ
ば
か
え
っ
て
大
き
く
し
て
し
最
近
救
急
車
の
利
用
が
多
く
な
っ
て

間
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
い
ま
す
。
，
き
ま
し
た
。
特
に
急
病
の
場
合
で
す
が

消
火
は
お
ち
つ
い
て
ふ
だ
ん
か
ら
有
効
な
消
火
方
法
を
心
急
病
に
よ
る
搬
送
患
者
の
和
％
が
軽
症

あ
な
た
に
も
初
め
は
消
せ
る
小
さ
な
得
え
て
く
だ
さ
い
。
の
患
者
で
す
。
軽
度
な
救
急
要
請
が
多

Ｉ
Ｉ
Ｊ
！

救
急
車
は
正
し

５
年
で
１
７
７
件
発
生

空
気
の
乾
燥
し
や
す
い
冬
か
ら
春
先

は
、
火
災
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

最
近
の
火
災
件
数
で
は
、
昭
和
妬
年

が
副
件
、
妬
年
配
件
、
卿
年
蛎
件
、
妃

年
妬
件
、
卿
年
詔
件
、
卵
年
四
件
の
計

５
年
間
に
１
７
７
件
の
火
災
が
発
生
し

昭
和
弱
年
４
月
か
ら
市
税
、
国
民
年

金
な
ど
も
、
電
話
使
用
料
や
水
道
使
用

料
と
同
じ
よ
う
に
、
預
金
口
座
振
替
え

で
自
動
的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
市
税
な
ど
は
、
市
役
所
や
金

融
機
関
へ
毎
月
出
向
い
て
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
い
そ
が
し
い
と
き
は

非
常
に
わ
ず
ら
わ
し
く
、
つ
い
納
期
を

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し

が
利
用
し
て
い
る
市
内
の
金
融
機
関

預
金
口
座
か
ら
納
税
が
（
銀
行
、
信
用
組
合
、
農
協
）
へ
お
申
し

火
災
を
未
然
に
防
ご
う

詔
年
度
分
か
ら
市
税
な
ど
も

込
承
く
だ
さ
い
。
申
し
込
承
の
受
付
は

昭
和
認
年
１
月
５
日
か
ら
受
付
け
い
た

自
椚
動
振
替
え
が
で
き
ま
す

し
ま
す
が
、
４
月
以
降
に
申
し
込
む
場

日
ご
ろ
の
心
構
え
が
大
切

火
。
初
期
消
火
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
真
赤

な
火
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

天
井
に
火
が
燃
え
う
つ
る
前
な
ら
あ

な
た
に
も
十
分
消
火
で
き
ま
す
。

早
く
消
す
に
は
水
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

燃
え
て
い
る
物
（
木
材
や
、
紙
、
油

て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
預
金
口
座
か

ら
自
動
振
替
で
納
め
ら
れ
る
便
利
な
方

法
を
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、

市
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康

保
険
税
及
び
国
民
年
金
保
険
料
に
も
採

用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
納
税
貯
蓄

組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
預
金
通

帳
、
預
金
通
帳
に
使
っ
て
い
る
は
ん
こ

と
収
入
印
紙
百
円
を
も
っ
て
、
あ
な
た

〆

夕
、

合
は
、
お
て
も
と
に
届
い
て
い
る
納
税

通
知
書
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

な
お
、
市
税
等
の
納
期
限
は
月
末
で

す
が
、
口
座
振
替
え
日
は
、
弱
日
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

承
知
願
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
（
内

線
２
１
２
）
お
よ
び
、
保
険
年
金
課
（
内

線
２
２
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

あ
な
た
と
消
防

あ
な
た
の
家
庭
は
安
全
で
す
か
？

ち
ょ
っ
と
考
え
て
見
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
回
り
に
は
数
多
く
の
電
気

器
具
や
ガ
ス
器
具
が
あ
り
ま
す
ね
。

油
断
を
す
る
と
火
災
に
つ
な
が
る
も

の
ば
か
り
で
す
。

使
用
す
る
前
に
器
具
に
つ
い
て
い
る

説
明
書
を
よ
く
よ
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
っ
た
そ
れ
だ
け
で
、
あ
な
た
の
心

い
利
用
で

く
な
り
ま
す
と
、
緊
急
重
症
患
者
の
搬

送
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
出
動
が
遅

れ
た
り
し
、
救
急
本
来
の
目
的
が
達
成

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

１
１
９
番
に
電
話
す
る
前
に
皆
様
の

家
庭
で
お
き
た
事
故
の
応
急
処
置
や
病

気
の
手
当
方
法
等
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
こ
と
が
だ
い
じ
で
す
。

「
け
が
人
で
す
。
○
○
町
○
○
番
地

○
○
通
り
○
○
商
店
前
で
す
。
交
通
事

故
で
す
。
け
が
人
は
○
人
の
よ
う
で
す

一
人
は
大
分
出
血
し
て
い
ま
す
。
私
は

○
○
町
○
○
番
地
の
○
○
で
す
」
急
病

の
場
合
な
ど
は
熱
が
あ
る
の
か
な
い
の

か
、
吐
き
気
が
す
る
か
ど
う
か
な
ど
知

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
防
職
員
か
ら
た
ず
ね
ら
れ

た
事
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
答
え
て

く
だ
さ
い
。

の
中
に
ゆ
と
り
が
で
き
る
の
で
す
。

防
火
の
た
め
私
の
家
庭
で
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う

い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る

人
、
実
行
し
て
い
る
人
が
あ
り
ま
し
た

ら
高
萩
消
防
本
部
（
広
報
班
）
電
話
②

２
２
５
８
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
た
め
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
⑨

事
故
の
場
合
こ
の
よ
う
に

南』

ｎ
月
魁
日
、
第
５
回
花
と
ほ
う
き
の

環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
水
戸
市
で

行
な
わ
れ
、
当
市
か
ら
次
の
団
体
が
表

彰
を
う
け
ま
し
た
。

（
中
央
審
査
）

昭
和
記
年
度
モ
デ
ル
学
校
指
定

東
小
学
校

地
域
団
体
の
部

県
知
事
賞
島
名
朝
日
子
供
会

学
校
の
部

県
教
育
長
賞
松
岡
小
学
校

（
地
方
審
査
）

職
場
の
部

一
優
秀
賞
山
之
内
製
薬
㈱

高
萩
工
場

○
郷
土
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
推
進
団

体
と
し
て
感
謝
状
石
滝
老
人
ク
ラ
ブ

東
小
の
花
だ
ん

モ
デ
ル
学
校
指
定
に

花
い
っ
ぱ
い
運
動

モデル学校指定になった東小
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種
を
蕊
原
因
で
の
外
傷
は
救
急
処
置

を
必
要
と
す
る
も
の
で
す
が
、
急
性
腹

症
と
い
わ
れ
、
腹
痛
を
起
し
て
く
る
病

気
の
う
ち
、
緊
急
に
手
術
を
し
な
い
と

生
命
が
あ
ぶ
な
い
と
い
う
も
の
に
つ
い

て
順
次
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

急
性
虫
垂
炎
盲
腸
炎
と
呼
び
な
ら

さ
れ
て
お
り
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す

虫
垂
炎
は
加
年
程
前
か
ら
す
る
と
だ
い

ぶ
す
ぐ
な
く
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
が

医
師
会
だ
よ
り

外科 らみた

救急医療

か

高萩協同病院浦井利雄 ■■■■■ﾖ■■■■■■■

）

は
じ
め
に
、
水
お
と
し
か
膳
の
あ
た

り
が
痛
む
、
そ
の
う
ち
右
の
下
腹
に
痛

象
が
限
局
し
て
来
て
、
吐
気
が
す
る
と

い
う
様
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
右
下
腹

部
を
圧
し
て
み
る
と
、
は
っ
き
り
し
た

限
局
性
の
圧
痛
部
が
あ
り
、
白
血
球
が

増
加
し
て
来
て
い
る
時
に
は
、
手
術
を

し
て
虫
垂
を
切
除
し
て
し
ま
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

冑
、
十
二
指
腸
の
潰
瘍
穿
孔
、
潰
瘍

で
は
、
内
壁
が
く
ず
れ
て
穴
の
様
に
堀

れ
く
ぼ
ん
で
来
る
の
で
す
が
、
潰
瘍
が

更
に
深
く
な
っ
て
来
ま
す
と
、
胃
や
十

二
指
腸
壁
に
孔
が
あ
い
て
腹
腔
に
内
容

が
も
れ
て
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
虫
垂
炎
で
も
時
期
が
お
く
れ
る

と
孔
が
あ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
を
穿
孔
性
腹
膜
炎
と
い

い
ま
し
て
す
ぐ
開
腹
手
術
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
の
時
の
症
状
は
、
急
激
な

ひ
ど
い
腹
痛
、
顔
色
も
悪
く
な
り
歩
く

こ
と
も
出
来
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
り

ま
す
。腸

閉
塞
症
口
か
ら
入
っ
た
も
の
は

胃
腸
を
通
り
や
が
て
肝
門
か
ら
出
て
行

く
わ
け
で
す
が
、
途
中
で
通
っ
て
行
か

な
く
な
っ
た
状
態
が
腸
閉
塞
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
起
り
ま
す
帥
前

に
腹
の
手
術
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

又
は
他
の
原
因
で
、
腸
が
癒
着
し
て
ね

じ
れ
た
り
折
れ
曲
っ
た
り
し
て
い
る
為

に
起
し
て
来
る
癒
着
性
腸
閉
塞
こ
れ
は

幸
に
い
ろ
い
ろ
適
当
な
処
置
だ
け
で
又

通
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

㈲
腸
が
索
状
物
で
絞
め
ら
れ
て
起
す
絞

掘
性
腸
閉
塞
と
か
、
い
腸
捻
転
と
い
わ

剛
ら
緊
急
手
術
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
術
を
し
て
よ
い
わ
け
で
す
。

州
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
叉
急
性
食
中
毒
で
も
、
腹
痛
、
嘔
吐

岬
例
え
ば
胆
石
症
の
発
作
で
は
、
背
中
が
ひ
ど
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
内
科

唖
ま
で
通
す
様
な
激
裂
な
上
腹
部
痛
を
起
的
処
置
で
お
さ
ま
り
ま
す
。

州
腹
痛
の
程
度
と
緊
急
手
術
は
平
行
す

Ⅱ

Ⅷ
る
も
の
で
は
な
い
。

恥
腹
が
痛
く
て
七
転
八
倒
し
て
い
る
か

1Il Dpnp1Ⅱ61 01ⅡDOB『【 IⅡ』‘別Ⅱ、Dmp.I HI

性
腸
し
な
が
ら
Ｘ
線
で
透
視
し
な
が
ら
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
ど
す
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
も
ど
ら
ゞ

腹
部
の
外
傷
外
面
に
は
創
が
な
く

ぬ
時
は
手
術
し
て
も
ど
さ
な
け
れ
ば
な
・
て
も
内
臓
が
破
裂
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
即
刻
開
腹
手
術

腸
閉
塞
の
共
通
し
た
症
状
は
、
急
に
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

来
る
腹
痛
、
便
、
ガ
ス
が
出
な
い
で
腹
以
上
の
よ
う
な
病
気
に
つ
い
て
は
、

が
ふ
く
れ
る
。
吐
気
が
あ
る
。
ひ
ど
い
よ
く
承
知
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
三
・
画
三
・
一
二
言
一
三
二
一
三
一
・
二
三
］
星
巨
声
三
官
Ｆ
三
三
二
一
三
一
二
房
一
三
。
《
二
一
二
三
一
』
一
月
ご
』
一
二
ヰ
ロ
ニ
司
冒
二
二
↓
二
二
ご
ニ
ロ
ニ
ヨ
三
二
［
一
二
二
三
・
呂
毒
罠
二
『
言
二
二
二
句
二
『
一
口
二
言
冒
二
『
『
二
『
目
』
一
二
二
里
こ
ぎ
三
富
雪
二
『
言
二
一
二
一
三

躯
、

れ
る
腸
自
身
が
一
部
で
ね
じ
れ
て
し
ま
も
の
で
は
冷
汗
。
顔
面
蒼
白
等
シ
ョ
ッ

う
も
の
は
症
状
も
は
げ
し
く
、
．
早
期
に
ク
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

手
術
を
し
な
い
と
腸
が
血
行
障
害
の
為
急
性
膵
臓
壊
死
（
い
し
）
酒
を
飲
ん

に
く
さ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
だ
り
油
っ
こ
い
も
の
を
食
べ
た
り
し
た

㈲
ヘ
ル
ニ
ア
の
あ
る
人
で
、
出
た
き
り
あ
と
急
に
上
腹
部
に
激
し
い
痛
み
を
起

に
な
っ
た
ま
ま
、
も
ど
ら
な
く
な
っ
て
し
て
来
る
も
の
で
、
膵
臓
の
組
織
が
破

し
ま
っ
た
時
も
同
様
な
症
状
を
起
し
て
壊
さ
れ
て
腹
膜
炎
を
起
し
て
来
ま
す
。

来
ま
す
。
ヘ
ル
’
一
ア
の
子
供
を
持
つ
方
手
術
を
し
て
も
仲
を
面
倒
な
経
過
を

は
、
よ
く
ヘ
ル
’
一
ァ
の
状
態
を
観
察
す
と
る
病
気
で
す
が
、
頻
度
は
多
く
あ
り

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
㈱
乳
児
に
多
い
ま
せ
ん
。

病
気
で
、
小
腸
が
大
腸
の
中
へ
も
ぐ
つ

子
宮
外
（
卵
管
）
妊
娠
の
破
裂
婦

て
行
っ
て
し
ま
う
腸
重
積
症
と
い
う
の
人
科
の
病
気
で
す
が
、
妊
娠
の
兆
候
が

も
腸
閉
塞
の
一
種
で
す
。
腸
閉
塞
の
症
蝿
も
痙
御
蝿
唖
郵
輝
碍
燭
癖
誰
評
推
鐵

状
の
他
に
血
液
の
ま
じ
っ
た
便
を
出
す
に
出
血
し
て
来
ま
す
の
で
シ
ョ
ッ
ク
状

の
が
特
徴
で
す
。
早
い
う
ち
で
す
と
、

態
に
な
り
ま
す
。
早
速
輸
血
、
手
術
を

高萩協同病院

浦井利雄

機
能
が
悪
化
す
る
時
に
は
後
刻
改
め
て

さ し
尿
管
結
石
で
は
そ
の
側
の
下
腹
か
ら

腰
に
か
け
て
の
激
痛
発
作
が
あ
り
、
は

た
で
見
て
い
ら
れ
な
い
様
な
大
さ
わ
ぎ

を
し
ま
す
が
、
適
当
な
処
置
で
一
応
お

士
生
、
リ
幸
ま
手
９
，

腹

頻
回
の
発
作
、
肝
や
腎

痛

’一

○
開
設
医
院
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
か
、
週
報
な
ど

で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は

（
３
）
加
州
宰
罰
で
す

日
曜
診
療
の
お
知
ら
せ

高
萩
市
医
師
会
の
ご
協
力
に
よ
り
開

設
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、
日

曜
当
番
制
の
１
月
中
の
日
程
が
き
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
日
曜
当
番
制
の
診
療
は
、
救
急

の
患
者
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
受
診
で
き
る
方
は
、
救
急
を
要
す
る

患
者
さ
ん
の
み
で
す
。
従
っ
て
急
性

発
症
の
患
者
さ
ん
で
も
軽
症
の
方
一

般
、
お
よ
び
継
読
診
療
の
方
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

○
診
療
時
間
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
往
診
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

月日 医院 所在地

飯島医院大和町2-63

'二筐＝

E且 同ロ

1月1日 (2) 2235

樋渡医院

冑沼医院

宮内医院

〃8日 大和町2－59 （2）2202

春日町1－17 （2）2420〃15日

〃22日

〃29日

本町3－37 （2）2306

滝川医院|春口町2-64 1 (3)3'001
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「
ち
ょ
っ
と
修
理
す
れ
ば
、
い
く
ら

で
も
使
え
る
靴
は
家
庭
に
あ
る
は
ず
で

す
ｌ
」
と
語
る
小
松
本
昭
一
さ
ん
（

娚
歳
）
Ⅱ
春
日
町
２
の
布
Ⅱ
は
、
市
内

で
た
だ
一
人
の
注
文
、
修
理
を
本
業
と

す
る
靴
屋
さ
ん
。

靴
屋
は
、
父
が
大
正
２
年
に
開
業
、

そ
の
後
、
父
と
共
に
見
習
い
を
す
る
か

た
わ
ら
昭
和
翠
年
に
引
き
継
ぎ
経
験
も

加
年
と
永
い
。

「
初
め
は
、

一
人
前
に
な
》

毎
週
日
曜

早
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ

靴
の
修
理
だ
け
で
Ⅲ

勺
の
に
５
年
は
か
か
い

また 溌溌溌蕊溌職鷺溌蕊篭

走る仲間の輪をひろげよう一と走ろう会（樫

村清会長＝島名＝）では、毎週日曜朝6時から早

朝ランニングをしています。

この走ろう会は、市体育協会に登録しており、

おとしより、婦人､子どもなど100名が参加してい

ます。どなたでも参加できるということです。あ

なたも体力づくりに参加‘してみませんか。

し
た
。
昔
は
、
４
，
５
人
は
い
た
は
ず

で
す
。
最
近
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
変
り
が

は
げ
し
く
て
ね
…
。
既
製
品
の
靴
で
も

結
構
履
け
ま
す
か
ら
ね
。
」
と
話
す
。

靴
は
、
紙
に
足
型
を
と
り
、
た
け
、

巾
、
甲
の
寸
法
を
と
っ
て
木
型
を
つ
く

る
。
木
型
は
、
丸
型
、
先
取
り
型
、
フ

ラ
ン
ス
型
な
ど
多
種
多
様
。

こ
の
木
型
に
皮
で
肉
付
け
を
し
て
、

中
底
を
つ
く
る
。
ク
ギ
で
と
め
本
底
を

つ
け
、
か
か
と
を
つ
げ
て
出
来
あ
が
る

「
一
番
苦
労
す
る
の
は
、
や
は
り
木

〆
）

市内でただ一人注

文修理の靴屋さん

好
評
だ
っ
た
松
島
の
旅

小松本昭一さん

（春日町）

型
を
集
め
る
こ
と
で
す
ね
。
人
に
よ
っ

て
は
”
・
５
セ
ン
チ
（
男
）
と
大
き
な

足
の
人
も
あ
り
ま
す
か
ら
…
。
巾
、
た

け
の
大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す
け
ど
。
」

と
苦
労
談
．

「
最
近
の
若
い
人
は
、
靴
の
手
入
れ
が

少
な
い
の
か
、
無
感
心
で
す
ね
。
ま
だ

ま
だ
使
え
る
靴
が
あ
る
の
に
、
流
行
に

お
さ
れ
て
、
履
き
た
が
ら
な
い
ん
で
す

か
ら
ね
。
使
い
捨
て
主
義
な
ん
で
し
ょ

う
。
」
と
ま
だ
ま
だ
履
け
る
靴
を
強
調

す
る
。
小
松
本
さ
ん
は
、
資
源
の
活
用

を
み
な
お
そ
う
と
、
昨
年
の
消
費
生
活

展
に
靴
の
修
理
サ
ー
ビ
ス
を
か
つ
て
で

ま
し
た
。

民 11月6日第8回高萩市民号は500人を乗せ、宮

城県松島を訪れました。

電車、バス、船と乗り物の旅となりましたが、

日本三景の松島湾を遊覧船で観賞するなど楽しい

1日でした。

ダ
ム
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
頃
、
曲
り

く
ね
っ
た
、
未
舗
装
の
道
を
父
と
弟
と

紅
葉
の
溪
谷
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
。
そ

の
当
時
は
、
名
馬
里
の
滝
が
大
き
く
感

じ
た
が
、
最
近
で
は
以
外
に
小
さ
く
水

量
の
少
な
い
の
に
驚
く
。
そ
の
父
は
今

は
い
な
い
。

自
然
の
恵
み
は
、
心
に
う
る
お
い
と

思
い
出
を
残
し
て
く
れ
る
。

今
度
は
、
自
動
車
で
は
な
く
、
父
の

歩
ん
だ
道
を
親
子
づ
れ
で
歩
い
て
み
た

い
◎

世
代
を
う
けつ

い
て
．
…
・
・

い
つ
の
日
か
、
子
ど
も
達
は
、
孫
た

ち
と
思
い
出
を
語
り
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
す
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
日
の
た
め

に
花
貫
の
自
然
を
大
切
に
し
て
お
き
た

い
も
の
だ
。
町
を
歩
く
と
庭
木
が
整
然
と
手
入
れ

さ
れ
、
草
花
や
盆
栽
な
ど
を
楽
し
む
人

一
一

ハ
野
Ｖ

師
走
に
入
り
、
紅

葉
も
終
り
、
訪
れ
る

人
も
少
な
く
な
っ
て

静
け
さ
の
戻
る
花
貫

溪
谷
。四

季
折
友
の
花
貫

溪
谷
の
変
化
は
す
ば

ら
し
い
。
花
貫
溪
谷

の
思
い
出
も
多
く
、

小
学
生
の
と
き
ま
だ

花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
Ｒ
）

１

名
馬
里
が
涙

が
多
く
み
ら
れ
、
自
分
の
家
の
回
り
を

大
変
き
れ
い
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
歩
外
に
出
る
と
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
や

空
カ
ン
、
ゴ
ミ
な
ど
を
平
気
で
捨
て
た

り
空
地
へ
の
不
法
投
棄
も
目
に
つ
く
。

侭
と
く
に
花
貫
溪
谷
に
は
、
多
く
み
ら

れ
ろ
。
誰
れ
も
が
自
分
の
庭
の
よ
う
に

き
れ
い
に
し
た
い
も
の
だ
。

今
後
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
守
る

ｒ

に
は
、
高
萩
の
自
然
や
風
土
の
特
性
を

学
習
し
た
り
、
啓
蒙
す
る
こ
と
に
よ
り

そ
の
価
値
を
正
し
く
認
識
す
れ
ば
、
自

然
を
守
る
気
概
が
で
て
く
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

自
然
に
親
し
み
、
自
然
の
中
で
憩
う

こ
と
が
出
来
る
の
は
、
現
代
で
最
も
恵

ま
れ
た
生
活
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
破

壊
し
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
か
け

が
え
の
な
い
自
然
を
皆
で
守
っ
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

名
馬
里
の
滝

、
哩
刈
舞
司
岬
砕
じ
。
蚤
幸
弓
冒
．
上
野
駆
罰
．
③
盈
働
Ⅲ
Ｊ
１
卜
私
ｒ
ｊ
、

』

一
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国
民
年
金
制
度
は
毎
年
の
よ
う
に
改

善
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
全
般
の
わ
か
ら
な
い

点
に
つ
い
て
の
相
談
会
、
及
び
集
合
徴

収
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
最
寄
り
の
相
談
所
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。保

険
料
を
納
め
な
か
っ
た
り
、
納
め

忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と

将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
、
母
子
年

I

一
．
）

国
民
年
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

集
合
徴
収
も
行
な
い
ま
す

！
Ｉ 金

、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど
が
受

給
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
相
談
会
の
会
場
に
お
い
て
、
ぜ
ひ

未
納
分
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
１
回
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
分
割
し
て
納
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◎
年
金
に
つ
い
て
の
手
続
き
や
相
談
な

ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

Ｉ

初 冬

霜が降り木枯らしが吹いて、木有は一枚一枚と葉を落し

裸の姿になってゆくと、今年もいよいよ終りといった実感

が湧いてくる。

木の葉降りやまず急ぐな急ぐなよ

絵と女伊藤龍馬

○
下
村
ま
す
さ
ん
Ⅱ
春
日
町

福
祉
の
た
め
に
７
，
６
１
１
円

○
松
本
基
さ
ん
Ⅱ
下
君
田

身
障
者
へ
さ
つ
き
苗
木
１
５
０
本

○
高
萩
市
農
業
協
同
組
合

身
障
者
へ
鹿
沼
土
３
袋

○
高
萩
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

ね
む
の
木
の
詩
が
聞
こ
え
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
州
９
，
２
４
０
円

○
高
萩
高
１
年
２
組
萩
苑
祭
売
上
金

肢
体
不
自
由
児
へ
１
４
，
０
３
５
円

○
根
本
ま
す
み
さ
ん
Ⅱ
高
萩
高
。

相
談
会
及
び

集
合
徴
収
の
日
時
と
場
所

哩
月
晦
日
（
木
）

高
浜
集
会
所

午
前
９
時
訓
分
か
ら
狸
時
ま
で

有
明
町
集
会
所

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

哩
月
鵡
日
（
金
）

島
名
公
民
館

午
前
９
時
訓
分
か
ら
血
時
ま
で

下
手
綱
公
民
館

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

⑫
月
四
日
（
月
）

若
栗
公
民
館

午
前
、
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

廻
月
加
日
（
火
）

中
央
公
民
館

午
前
９
時
訓
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

菫
呈
思

あ
、
が
と
う

鱸’’

，
、

Ｉ
＃
需

史

去
諄

旧
』
、

巌
芽
。

州
全

州
斗
〃
１
１
｜
か
、
》
什
志

Ⅲ
心
巳
▽

伽
令
ト
ザ
”
Ｆ
⑳
赤

川
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
十
月
二
十

Ⅷ
日
の
死
亡
者
に
、
「
妙
善
、
う
ば
犬
尼
」

肌
と
あ
る
・
犬
尼
は
「
犬
」
と
い
う
名
前

州
の
尼
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
女
性
は
犬

岬
年
生
ま
れ
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
名
前

叩
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
永

咄
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
七
月
二
十
九
日

Ｍ
の
死
亡
者
に
「
法
持
、
と
ら
め
」
、
永

岬
正
三
年
（
一
五
○
六
）
の
死
亡
者
に

州
「
法
栄
、
と
ら
こ
」
と
あ
る
の
は
、
虎

州
女
虎
子
の
名
が
寅
年
生
ま
れ
の
た
め
に

州
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
文
亀

Ｌ
元
年
（
一
五
○
一
）
の
死
亡
者
に
「
法

仙
真
、
こ
ま
め
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
駒

Ⅲ
女
で
午
年
生
ま
れ
の
女
性
な
の
で
あ
る

Ⅷ
ス
ノ
Ｏ

咄
永
正
ｒ
二
年
（
一
五
○
五
）
三
月
二
十

Ⅷ
一
日
の
死
亡
者
に
、
「
妙
宣
、
千
代
こ
」

埋
兀
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
正
月
十
九
日

肢
体
不
自
由
児
へ
２
，
３
０
５
円

○
加
古
川
正
明
さ
ん
Ⅱ
高
萩
高

肢
体
不
自
由
児
へ
１
，
５
４
２
円

○
長
嶋
洋
子
さ
ん
Ⅱ
高
萩
高

肢
体
不
自
由
児
へ
４
，
４
７
０
円

○
茨
城
相
互
銀
行
高
萩
支
店
Ⅱ
社
会
福

祉
の
た
め
に

↑
２
０
、
０
０
０
円

の
死
亡
者
に
も
「
妙
春
霊
、
け
し
千
代

□
」
と
あ
る
。
千
代
子
、
千
代
の
名
は

現
在
で
も
み
か
け
る
名
で
あ
る
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
「
千
代
」
と
は
、
千
年

の
意
味
で
、
い
つ
ま
で
も
達
者
で
長
生

き
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
両
親
の
願
孵

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
‐
こ
の
二
人
の
女
性
の
一
生
は

千
年
は
お
ろ
か
、
五
十
年
に
も
み
た
ず

に
「
妙
宣
」
「
妙
春
霊
」
の
法
名
を
つ

け
ら
れ
て
、
あ
の
世
に
旅
立
っ
て
行
っ

た
の
で
あ
る
。

テレホンサービスを

聞いていますか

蜜3-II"
一一F

寅
年
に
ち
な
ん
で
名
前
に

つ
か
わ
れ
た
は
り
こ
の
虎

茨城放送「市政だより」

は毎週日曜日

午前9時20分～25分です
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①
よ
い
出
し
は
や
め
て
、
収
集
日
の
朝

－
８
時
訓
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

ー

で
お
わ
り
ま
す
。
し
尿
の
く
み
と
り
は

一
年
末
で
非
常
に
こ
み
合
い
ま
す
の
で
、

お
そ
く
て
も
哩
月
別
日
ご
ろ
ま
で
に
業

者
へ
直
接
申
し
込
ん

月
配
日
（
水
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

市
役
所
は
、
哩
月
鯛
日
（
木
）

１
月
３
日
（
火
）
ま
で
年
末
年
始

み
に
入
り
ま
す
が
、
死
亡
届
に
限

前
８
時
鋤
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

け
を
行
な
い
ま
す
。

し
尿
と
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
廻
月

哩
月
鯛
日
（
木
）

鋤
日
（
金
）
ま
で
、

②
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
わ

Ｆ

け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
燃
え
る
ゴ

ミ
の
収
集
は
週
２
回
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ
の
収
集
は
月
２
回
で
す
。
燃
え
る

ゴ
ミ
の
中
へ
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
絶
対

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

体育行事のお知らせ
市民駅伝大会

期日 12月18日（日）小雨決行、延

期の場合は25日（日）

午前9時30分開会式

午前10時30分スターl、

対象 1一般の部6区間タスキ赤

2高校の部 6区間タスキ緑

3中学の部11区間タスキ黄

4壮年の部11区間タスキ青

スケート教室

期日及び日程第1次1月14日（土）

第2次1月21日（土）

市役所前出発午後1.40十王スケー

－1､ リンク着2．10 スケー|､ リンク発

4.30市役所着5.00

ー場所十王スケー'､ リンク
参加料（保険料を含む）

小・中学生 1人350円

高校生、一般 1人450円

申込受付

12月12日 （月）から1月7日(土)まで

'11込先教育委員会社会教育課

（電話受付はしません）

スキー教室（親子スキー・市民スキー）

期日及第1次（一般市民スキー）
び日程 1月27日（金）28日（土）

29日（日）

第2次(親子スキー）2月4日(土)5日（日）

第3次(親子スキー)2月18日(土)19日（日）

1日目高萩駅前出発午後1時

塩沢温泉スキー場着午後5時

2日目塩沢温泉スキー場発午後4時
一

高萩駅着解散午後8時

〆場所塩沢温泉スキー場（親子）
高湯温泉スキー場（一般市民）

参加料親子スキー(親子で11,000円）

（露§)市民ｽｷｰ(1人'3,000円）
申込受付12月12日（月）から

1月9日（月）まで

※親子スキーは期日によって希望者が多

数の場合は、変更をお願いすることが

あります。

※現金を添えて申し込みください。

申し込み先市教育委員会社会教育課

（電話受付はいたしません。〕

◎参加資格はいずれも、市内に居住又は

市内の事業所、学校に通勤、通学して

いる方(親子スキーは原則として親1人

子1人に限る）

市民マラソン大会

期日 1月15日（祝）

場所高萩駅前12時50分スタート

市民体育館前ゴール

年
末
年
始
の
↑
‐

市
役
所
業
務

コ
ミ
収
集
は
、
可
燃
物
収
集
が
珍
月

か
ら

）
ま
で
年
末
年
始
の
体

7

不
燃
物
収
集
は
吃

で
ノ
ヘ
準
た
き
こ
い
。

'L

り
午

受
付訓

日
年
始人

権
相
談
の
お
知
ら
せ

哩
月
は
人
権
週
間
で
す
。

第
５
回
目
の
人
権
相
談
を
次
に
よ
り

行
い
ま
す
の
で
、
心
配
ご
と
や
な
や
み

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

と
き
哩
月
虹
日

午
前
、
時
か
ら
年
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

自
転
車
登
録
に
ご
協
力
を

自
転
車
登
録
制
度
は
、
瞥
察
、
防
犯

協
会
が
茨
城
県
自
転
車
商
業
協
同
組
合

と
協
力
し
て
、
県
下
い
っ
せ
い
に
実
施

③
建
築
廃
材
（
角
材
、
板
等
）
は
、
自

分
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

④
ト
タ
ン
板
、
波
ス
レ
ー
ト
、
木
の
枝

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
で
、
自
己
処
理

で
き
な
い
も
の
は
、
自
分
で
搬
入
し

一
」
ノ
、

》搬
入

だ
さ
い
・

先
北
部
処
理
場
（
赤
浜
）

電
話
②
５
０
６
７

は
１
月
４
日
か
ら
行
な
い
ま
す

登
録
の
区
分
は
、
一
斉
登
録
、
随
時

登
録
、
異
動
登
録
、
再
登
録
が
あ
り
ま

す
が
、
登
録
の
方
法
は
、
最
寄
り
の
「

防
犯
登
録
指
定
店
」
の
標
札
が
か
か
っ

て
い
る
自
転
車
店
へ
申
し
出
て
、
所
定

の
登
録
票
に
記
入
し
て
行
な
い
ま
す
。

登
録
手
数
料
は
１
台
に
つ
き
２
０
０

円
を
登
録
指
定
店
に
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

あ
な
た
の
自
転
車
を
守
る
た
め
、
自

転
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
全
部
の
自
転

車
に
登
録
を
さ
れ
る
よ
う
お
ね
が
い
し

ま
す
。

（
高
萩
警
察
署
、
防
犯
協
会
）

す
る
こ
と
に
な
っ
た
防
犯
活
動
で
す
。

鍵鱗蕊蕊蕊
I総鍵灘議
…
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登録は、自転車の見
やすいところへ規格の

登録証をは,りっけ、盗
難防止や不幸にして盗
まれてしまったときな
ど発見の手がかりとし

て活用するものです。

先
天
性
四
肢
障
害
児

父
母
の
会
に
参
加
を

四
肢
障
害
児
（
生
ま
れ
つ
き
手
足
、

指
、
耳
た
ぶ
な
ど
が
な
い
子
供
な
ど
）

を
お
も
ち
の
方
々
、
同
じ
苦
し
み
、
な

や
み
を
か
か
え
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

先
天
性
四
肢
障
害
児
父
母
の
会
茨
城

支
部
・
佐
藤
怜
子
電
話
０
２
８
０
（
池
）

５
６
０
３成

人
式
に
は
「
平
素
の
服
装
」
で

来
年
１
月
巧
日
の
午
前
９
時
鋤
分
か
昭
和
躯
年
４
月
２
日
か
ら
認
年
４
月
１

ら
高
萩
市
中
央
公
民
館
で
「
第
泌
回
成
Ⅱ
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

人
式
を
行
な
い
ま
す
。
当
日
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
「
簡
高
萩
市
民
合
唱
団
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が

素
化
運
動
」
を
家
施
す
る
こ
と
に
な
り
午
前
加
時
か
ら
訓
分
行
な
わ
れ
、
式
典

ま
し
た
。
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け
は
、
ｍ
時
蛆
分
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す

さ
け
て
「
平
素
の
服
装
」
で
の
成
人
式
成
人
さ
れ
る
方
に
は
今
直
接
〈
ガ
キ

を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
通
知
も
れ
が
あ
る
か
と
お
も
い
ま
す

い
し
ま
す
．
が
通
知
が
な
い
場
合
で
も
ご
出
席
く
だ

来
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、
さ
い
。
（
市
教
育
委
員
会
）
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＝ ＝
＝

: 固定資産･都市計画鳶（3期） 言冒 園 民 年 ＝
＝ ＝
旨 四
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皇 言

市の人口と世帯数 ：
＝

＝

宅 言

員

11月1日現在 前月比 筆＝

＝ 二

皇 人口 31，583人 （十18） 三
二 ＝

男 15,503人 （＋3） 言
＝

二

二 二

女 16,080人 (+15) Z＝

三

旨

＝

冒世帯 8,702世帯 (+10) :
＝ ＝

ｰ
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